
                           

        

                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本語には、このような言葉があります。 

『わがまま』→自分の思いどおりに振る舞うこと。性格や態度の事を指すことが多い。 

『自分勝手』→他人の事は考えず、自分の都合だけを考えること。具体的な行動を表す時。 

『甘やかす』→子どもが悪いこと、間違ったことをしているのに怒らない。 

お子さまが大きくなった時に、「自分で考える」「自分で決める」「自分でやる」力が

備わっているためには、保護者の皆様もお子様に関わる上で、少しの我慢が必要にな

ってきます。相手の気持ちを考えられる素敵な人に成長してほしいと願います。 

 

 

クローバーたより     

《子育て相談》 

自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、こんな時どうしたらいいの

と思われた時にお話にいらっしゃいませんか？保育経験者がお話しさせていただき

ます。お電話で予約していただき、ご都合の良い日を決めさせていただきます。 

TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています。楽しくモ 

 

2023年 2月 1７日 

名古屋柳城短期大学附属 

三好丘聖マーガレット幼稚園 

林 ともこ 

感情のコントロールが身につく方法 

 子どもには伸び伸びと育ってほしい。子どもに寄り添って子育てをしたい。との考えで 

お子さまの思いを尊重しすぎて、思いのままを全て受け入れていないでしょうか？ 

たとえば・・・ 

＊自分の思い通りにならない時や、やりたいことを止められた時などに、大声を出し、泣い

たりして騒ぎ続ける。 

＊自分の思い通りにならないと、相手（保護者、友だち）をたたいたり、蹴ったりする。 

＊自分でできること（靴を履く、服を着る等）を親にやってもらおうとして、大きな声を出

し、泣き騒ぎ続ける。 

共通の原因として・・・ 

１、「自分を抑える（自己抑制力）」が身についていない。 
  ＊「待つ」「我慢する」という経験が少なく、ちょっと待つ、少し我慢する、順番を待つ等の「穏や

かな制御」が出来ない。 

  ＊「自分の思い通りにならないことがある」ということを経験していない。 

２、自律性が十分に発達していない（3歳～） 
  ※人からの指示ではなく、自分自身で考え、決めて、その通りに動けるということ 

改善の方法として・・・ 

１、小さな「待つ」を経験させる 
  家庭や幼稚園などでの日常生活の中で、小さな「待つ」を直接経験させていく、ということです。順番を

待つ、始まるのを待つ、出来上がるのを待つ、みんなが来るのを待つ、など小さな「待つ」の経験を積み

重ねていくことにより、大きい「待つ」力がついていくと考えられます。 

２、あきらめさせる 
  感情がコントロールできないお子さんの中で「自分の思い通りにならない」という経験をしたことがない

子がたくさんいます。自分の思うようにしたくてもできない時があります。大事なことは、子ども本人に

「世の中には自分の思い通りにならないことがある」ということを学習させる、ということです。つまり

「あきらめる」経験をすることです。お子さんが大きな声を出して大騒ぎする場面がチャンスです。出来

ないものはできないと平然として、お子さんが騒ぎ疲れて諦めるまで待つことが肝心です。その経験から、

気持ちを切り替えて自分を抑える事を覚えていきます。しかし、やり過ぎると子どもは諦めではなく無感

情になってしまうので、諦められた時にしっかりと認めてあげる事、感情が落ち着いている時に少しだけ

振り返りの時間を持つといいと思います。 

３、自律性を伸ばす 
  自律性が伸びていくと、良くも悪くも人を見て行動ができ、場面や状況に応じて自己主張、自己抑制が出

来るようになっていきます。 

1歳～3歳・・自己主張と自己抑制のバランスの仕方や方法を学ぶ時期 

3歳～4歳・・日常生活のいろいろな場面での禁止や命令を受け入れたり、待つことや我慢することが 

出来るようになったり、自分の気持ちや行動をコントロール出来るようになっていきます。 

子育ては、悩ましくもあり、もどかしくもありますが、楽しくもあり、嬉しくもあり、感動

もあります。お子さんの個性を大切にしながら伸び伸びと、そして小さな我慢を経験できる

ようにしてあげて、自律性を養っていってくださいね。 


